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葱類の分薬に関する研究 (第3報)

葱の花房及び花茎側芽の形成とその発育*

j¥、 鍬利 郎**

Studies on the Ti11ering in the Genus Allium. III 

On the Differentiation and Development of Flower Buds 

and new vegetative axillary Buds in Welsh Onion 

By 

Toshiro Y AKUW A *料

緒 盲

葱類は所謂 Greenplant vernalization性の作物で

あるから，或る大きさに達した苗が秋から冬にかけて

の低温に遭遇すると各株の生長点は花房に分化する。

第 1，2報に於ては栄義生長期に於ける忽苗の分葉

機構について説明したが，本報では花房の形成される

時期より，次年度にこれらが発育を完了する迄の期間

を通じて，主に莱鞘内部の様相につし、て観察した結果

を述べることとする。

本報を草するに当って，街]懇篤なる御指導と御校閲

の労を賜った沢田英吉教授に対し深甚なる謝意、を表す

る。

なお顕微鏡撮影に当つては道立農試赤羽技官の御好

意によるところが多かった。又本研究の一部は文部省

科学研究助成費に依って行われた。記して深謝の意を

表する次第である。

1. 実験材料及び方法

供試品種は主として加賀一本葱を用し、，共の他松本

一本，石倉太，岩槻及び九条葱にっし、 ζも観察した。

l閉場は北大農学部附属疏菜園の一部を使用し，播種は

各年共5月初ノ可に行い，慣行法に準じて栽培した。生

*本研究の要旨は昭和29年4月園芸学会にて発表

帥 北海道大学農学部園芸学第一教室

ホキ*Horticultural Institute. Faculty of Agriculture. 

Hokkaido University. 

育調査は9月中句以後発育を停止する 11月下句まで，

/えび翌春4月中旬より種子の結実期までの期間を通じ

て5日毎に行し、，外部形態の変化を測定すると共に，

5~10 日毎に1O~20 ケ体づっ材料を採取し，葉鞘部

を解体して生長点部f立を観察した。

11. 結果並びに考察

1. 秋季に於ける葱の外観的生長停止時期

先ず札幌地方に於て，主主の地上部の発育が外観的に

停止する時期を知る目的で 9月中句より生育調査を

行った。従来生長曲線は草丈を以って表示するのが普

通であるが，主主類の場合は最長楽のみを測定の対象と

する草丈を以って生長長を表示するのは適当とは思わ

れなし、。 何故なら， 例えば王手揺したままに就し、てみる

に，第1報第1図に示した如く，草丈曲線は8月中句

にi況に成葉長に達しその後は殆んど変化がなくなるか

ら一見全く生長が止った様に見えるが*，実は秋季

に至ってもその新薬は順次発育して尚生長を続けてい

るのである。従って外観的に完全に発育を停止する時

期を求めるには，植物体のすべての露出部分を測定の

対象として調査する必要がある。この意味に於て筆者

は水稲に於ける片山氏の所謂「抽出菜」の考え方に従

って，菜鞘から抽出したすべての葉長を測定し，その

総和料を以つーて生長量を表示することとした。第 1図

*且し土寄せを行わない場合

判総菜長と仮称する。
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は秋季に於げる加賀一本葱の総菜

長累積曲線*と半ノru別気温を示し
たものである。図に明らかな立[1く，

加賀一本君主の発育は 10月上・中

旬までほぼ直線的に続けられるが，

下勾に入って気温の低下，降霜，

凍土の日が多くなると(第 1表〕

漸く生長:量の減少が緩いカーブと

なって表われた。 しかし乍ら 11

月中旬の夜雪まではなお僅かつつ

新薬の伸長が続けられた。積雪後

は機械的障害のために詳細な調査

は不可能となったが，外菜は積雪

下では発i湾を停止するようであ

る。尚JAIl種間に就いての詳細な比

較は後報にゆずる。

第1図 加賀一本葱の秋季に於ける総:lsfミ累積山線と

半旬別気温(札幌)
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第 1表 札幌に於ける 10 月中旬~11 月下旬の気温表(1956 年，札幌管区気象台)

f4/IX 19 24 29 4/ X 9 14)9 24 29 3/Xl 8 13 18 

~ 
気温

日
気温

積雪量|備考積雪量 備考
平均最高最低 平均l最高最低

月日 。C 。C 。C C口1 月日 。ci oc I oc cm 
10.11 7.6 10.7 6.5 11. 1 10.6 14.6 7.4 

12 8.5 13.2 3.9 2 8.8 15.1 4.3 

13 12.0 17.1 5.0 3 8.8 17.5 0.1 凍土

14 12.6 18.2 7.7 4 12.3 18.0 8.0 

15 12.4 16.2 9.2 5 7.5 14.6 3.7 降;j!tj

16 11. 5 18.2 6.8 6 8.1 13.1 -0.2 降和

17 12.8 18.8 5.5 7 8.8 14.9 7.1 

18 14.8 19.5 11. 3 8 6.5 11. 7 1.7 降手¥i

19 13.2 17.3 11. 3 9 8.5 14.3 2.2 fI 

20 3.4 9.6 1.7 や刀 居三世ヨ 10 7.9 12.8 6.1 

21 8.8 15.4 4.2 11 5.6 8.1 4.5 

22 12.1 19.4 3.9 12 7.3 12.4 4.6 

23 14.1 19.4 10.2 13 3.4 7.3 0.8 疋三王五手

24 9.0 13.0 9.9 1JJアラレ 14 5.8 10.1 0.8 fI 

25 7.5 10.9 3.2 外4 土 15 0.4 5.4 一0.8 1 fI 

26 8.0 14.2 4.8 16 -1.1 3.1 -3.2 14 fI 

27 7.9 14.9 2.0 F年 羽目 17 " -1.4 0.9 -4.6 9 fI 

28 7.8 16.2 -0.3 市古 )j( 18 0.3 3.4 -3.2 5 fI 

29 10.9 17.4 1.9 降 霜 19 1.4 4.3 一0.8 1 

30 13.2 15.6 11.0 20 0.6 4.1 0.3 O 

31 15.1 17.7 12.8 

* 悲の莱は成葉長に達した後.やや日時を経過すると.菓身先端部より次第に枯れ，逆には完全に枯葉離脱する。[而して，総菜長の累積を求める
場合は成楽長に達した後は，楽の枯れ込みは考慮に入れず，成紫長を以って計算した。
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2. 花房及び花茎側芽の形成

(1) 花房分化の模徴

第2図は葱の普通葉芽と花房の分化過程の比較を示

したものである。この図に明らかな如く，栄養生長期

に於ける葉芽の形成は先ず生長点の片側が丘陵状に隆

起することに始まり(第2図 A 及び図版 1)，引続

いて周囲も隆起して生長点を阻む上方の開放した上縁

傾斜円筒状体となり(第2図 B)，その後は最初丘陵

部とし℃隆起した部分のみが速やかに肥厚伸長して将

来の菜身部となり，反対側の低い部分は次節の葉芽を

包問しつつ発育して葉鞘の合掌部となる(第2図C)。

これに対して花房分化の場合は，先ず生長点部が一

様に膨隆して平坦となり(第2図 D)，次いでこの広

い頂部のj苛縁部に総琶の初生突起である環状体が形成

される(第2図 E 及び図版 2)。 この環状体は，そ

の形成初期に，普通葉芽の場合のように片方だけが肥

厚，伸長する様なことはなく，周囲が一様の高さで隆

起し，且つ薄片状を呈し℃次第に頂部を被夜してゆく

ので莱芽の原基とは明瞭に区別出来る。総奮が頂部を

1/2~2/3 程度被援した頃(第 2 図 F 及び図版 4) ，

総習の内部，花托に当る部分(頭状部)に中心部(頂

点部)より逐次小花の初生突起が形成され(図版 3)，

総琶が完全に頭部を包む頃(第2図 G 及び図版、 5)

には，この小花の突起は花托全国に認められる(図版

6)。

この時期の総沓頂点部は鋭く尖り，最終節葉に向い

合っている。

以上の如く葱の場合は玉窓その他の葱類と同様に，

第2図 主主の菜芽 (A~C) 及び花房(D~G) の分化発育過程

θ 
B C 

ぷごさに

F 
D: 生長点の肥大隆起 E: 環状体の形成 F， G: 総萄及び花茎側芽の発達
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個々の小花のiJ:-定を見るまでもなく，総萄の形成され

た時期に既に普通業芽と明らかに区別が出来るので，

この時期を花房の分化期と称し，便宜上花芽の分化期

と同意義に取扱うことが出来る。

(2) 葱の花房分化期

葱の花房分化期は品種，環境条件，首の発育程度な

どによって多少異り，必ずしも一定の時期として認め

られるものではないが，従来の報告を見るに，関西で

は 1 月中句頃10〉，関東では 12 月下匂~1 月中旬日， 1 1)

東北地方では 12月中下勾1)とされている九

筆者が調査した結果によると，札幌地方に於ける加

賀一本葱の花房分化期は第2表の通りで， 10月上句

に始まり中句には完了している。この調査は 5月に

播種して充分に低温感応性を有する程度に発育した材

料について行ったものであるから，花房の分化も比較

的整ーに短期間に行われたものと考えられるが，本州

各地と 2ヶ月以上の差が認められたことは興味深いこ

とであるo 尚，各品種の花房分化期の比較に就いては

後報に譲ることとする。

第2表 札幌に於ける加賀一本葱の
花房分化期， 1953) 

設調査
生葉数

未分化 分化 花房分イヒ
個件数
外葉内楽 株数 株数 株のヲ6

月日
9. 25 10 5.7 6.0 10 。。
10. 5 10 4.2 6.8 9 1 10.0 

11 19 4.6 6.7 11 8 42.1 

18 13 4.5 6.5 。13 100.0 
(3) 花茎側芽の形成

花房の分化開始、にやや遅れて， Ji[Jち，総萄環状体の

形成期に，花茎の基部，最終菜と花茎との間に新しい

生長点(葉芽)が 1ケ生じ(図版 2b)，総萄が完全

に頂部を包む頃にはその2莱を分化する(図版 5)。

この芽は通常次年度に栄養生長をして新しい株となる

もので，花茎側芽又は新生芽と称し，これが発育した

株を新生株と称することとする。

花茎側芽は一花茎の基部に 1ケのみ生ずるのを原則

とする。事実筆者の観察した数百個体中 2ケ以上形

成されたものは 1個体も認め得なかった。従つ亡花房

分化期に於ける葱の分校型は単軌性仮軸分校裂と解さ

*これらの報告では花穿分化期又は花穂分化j事!としているが.Mれ
も花房分化}明をさしたものと解釈する。

れる。又，この芽は後述の如く母植物の架序面上には

形成されない。この点で花茎側芽は普通の分葉芽JijJち

日夜;!:l'とは全く趣を兵にするものである。

3. 花房及び花茎側芽の軍基育

上述のように 10月上・中句に形成された花房及び

花茎側芽は，その後積雪初期まで僅かずつ発育を続け

(第 3 表)，積雪時には花房長 0.5~0.7 cmに達し，

個々の小花の突起も肉眼で認められる程度に発達す

る。花茎側芽も花房と弘行的に発育して2乃至3莱を

分化し，芽長約 0.2cmに達する。

金宅
月日
10. 20 

30 

11. 10 

20 

第3表花房及び花茎側芽の積雪ま

での発育過程(1953)

花房会長 花茎径
1[;茎側芽 花茎(目l芽
菜数 長

cm cm cm 
0.10 

0.29 0.20 2.0 0.05 

0.42 0.22 2.0 0.09 

0.57 0.28 2.3 0.17 

これらの花房及び花茎側芽は株の最内部の 3"'5菜

の葉鞘部に包囲されて越冬するが，この冬季聞の発育

停止は内発的休眠に非ずして，低温による外国的休眠

と考えられる。何故なら，花芽形成の完了した株を直

ちに温室に移すと，そのまま発育仲長を続けるからで

ある。

扱て積雪下で越冬を終えた花房及ひe花茎1lll]芽は翌春

温度の上昇と共に再び発育を開始し，この年次内に花

房は納苔開花し，花茎側芽は新しい株となる。治3i:ill 

は越冬葱の次年度に於ける発育過程を示したものであ

る。1¥[Jち，積雪前に莱身部をお!出した莱は冬季聞に枯

死するが，これらの莱の葉鞘内で越冬した最終節及び

これより 3"'4節下位の菜芽は融雪後l順次伸長発育し

て緑色の莱身を地上に現わし 5月中・下匂に成莱長

(平均 52.5cm)に達した。葉鞘最内部に存在する花

房は融雪後極く僅かづっ発育するが 5月に入ると共

に急激に花茎の仲長が始まり 5月中句に至って菜鞘

分岐部より一斉に拙苔し 6月中旬，約 70cmに達

して漸く仲長を停止する。この間，総宮内部では花器

の発達が進められ 5月下匂，花茎長約 54cmに至

つーと総萄は裂開し 6月上匂花球の頂中心部から小花

の開花が始まり漸次外下方に移り， 15~20 日を経て

開花は終了する(二番咲きに就いては後述〉。

花茎側芽の発育開始は花茎の仲長開始より約1ヶ月
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第 3図 越冬葱の春季に於ける発育過程
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遅れ，拙苔した花球が開花を始める時期に至って漸く

やや活溌な生長を示す。この様に花茎側芽の発育開始

が前年度株の葉の生長や花茎の伸長より著るしく遅れ

るのは温度が不足なためではなく，むしろ花茎の発育

の為に栄養的に抑えられる結果と考えられる。このこ

とは拍苔期或し、はそれ以前に花房を除去することによ

り花茎側芽の発育を可成り促進し得る事実によっ ζも

知ることが出来る。何れにせよ結実期(7月上・中旬)

を過ぎて花茎が黄褐となり枯死する頃には (7月下句

~8 月上匂)，花茎倶IJ芽は成莱長に達し，新生株とし

て旧株の生長を引継ぐことになる(図版 7)。

4. 花茎側穿内の花房分化(葱の所謂二番咲きにつ

いて〉

花房分化時に花茎の基部に形成される花茎側芽は，

上述のように北海道に於ては 10月上・中匂に形成さ

れ，積雪までに2乃至3菜の分化を見るが，冬季間は

低温のために発育を停止し，翌春温度の上昇と共に再

び発育を開始して栄養生長を続け，新しい株となるの

が普通である。然し乍ら，時に越冬した花茎側芽の生

長点が花房に分化して二次的に拍苔開花することがあ

る。この花茎側芽に於げる花房分化は通常2莱乃至3

楽分化後に行われるもので，積雪前の個体には認めら

れず，越年後， YfIち 3月下旬以降に玉三つ℃認められ

る。これらの花房は前年秋に形成された第一次花房群

より 1ヶ月以上遅れて発育し，北海道に於ては 7月

中・下旬以降8月中匂にかけて開花する。これらが窓

に於ける所謂二番咲き(第二次開花〉であり，第一次

開花が比較的一斉に行われるのに比して，二番咲きは

時期的にも，栄養的にも可成り不規則なもので，一花

球内の小花数も少なく，個体聞の変異も大きいのが普

通である。図版7は花茎倶i芽が栄養生長を続けた例で

あり，図版8は第3葉の次に花房が分化した例であ

る。

第二次花房形成の場合も，花茎の基部にJ寺び花茎側

芽が形成され，これがj]b苔閲花に伴って新しい株とし

て発育することは上述の第一次開花に於けると全く向

車羨である。

5. 花茎側芽の形成位置

第 1，2報に報じた如く，葱の分襲芽は母植物の楽

序面上に形成されるが，花茎側芽は葉序面上に形成さ

れることはない。次に株の状態の種々なる場合に就い

て，花茎側芽の形成位置を説明する。

(1) 未分譲株:先ず未分葉の株(1本の株〉に就

いてみるに第4図の如くである。図中，外円は本年度

の株(母植物)で， 中央の斜線の部分 (A) は花茎

(次年度に拍苔開花する)の位置を示し， aaFを母植

物の葉l芋而の方向(莱の開張方向)とし，最終節葉の

弘:身は a'側にあるものとする。この場合，分藁芽HIJ

ち栄養生長期に於ける版芽は莱序市 aa'上(図中 Bl，

B2，-u・・・)に生じ，この分葉芽自身の菜序面は母植物
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第4図 米分楽株に於ける花茎側芽の形成位置

北海道大学農学部紀要

キ

a ぐーーー

義勢:花茎

0: 分奨芽の形成位置
t: 花茎側芽の必成位置

の葉序面 aa'に直角の方向 (bb')を有する。然るに

花茎側芽は aa'上には生じないで，花茎の a'側の基

部で aa' と 450~70。の角度をもった位置に形成さ

れ(図中 C)，その第1菜は最終節葉に向い合って，

即ち葉序面の外側に生ずる。[ぼしてこの花茎側芽自身

の莱序面の方向は，長老JJこの芽の位置と花茎の中心を

結ぶ方向に直角に近いが 2禁 3

*と分化が進むに従って， aa'に平

行に近くなる。従って羽11苔の前後に

於て，母植物と新生株との菜j字国の

方向にはあまり変化が起らない場合

が多い。換言すれば，拙苔開花しで

も，分襲を生じない限り，本年度の

株も次年度のす「しい株も莱序[匝lの方

向には大きな変化は起らない訳で，

一一一一歩a' 完全に 90。の方向転移を行う分葉

の場合と比較して興味深い相呉点で

あると三とえよう。

(2) 2株に分譲した個体:第I

次第1号分奨が生じて，主株と分葉

株の 2;隊に分れた状態のまま花房分

化期に入った場合を考えるに，この

2 ~朱の莱序回の方向は平行となって

いるから(第1報)， 2 ~朱の夫々が

(1)に述べた条件を満足する様な

花茎側芽の形成位置としては第5図

a~f の 6 つの:場合が考えられる。

艮[1ち，両才E茎似IJ芽共その株の葉序面に対しえ盤茎連結

部に遠い側(外似1])に形成される場合 (a，b)，逆に近

い似IJ (内側)に形成される場合 (e，f)，及び， ‘方が

遠く，一方が近い側に形成される場合 (c，d)，に 3大

別され，その夫々が更に，花茎の中心を結ぶ%JJ<の同じ

側にある場合と反対1WJに位置する場合とに分けられ

第5図 2株に分策した場合の花茎側芽の形成位置を示す模式図

(a) (c) 

(d) (e) )
 
f
 
(
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る。而して実際に観察した結果では，その大部分が

a， bの何れかの場合に包含された。即ち，花茎側芽

は一般に盤茎連結部の反対倶Ij(外側〉に形成される性質

を有し℃し、る。この性質は合目的的に考えるなら，花

茎の発育による圧迫をうけることが少いため，花茎側

芽自身のその後の発育肥大にとって好都合であること

は云うまでもない。図版 11，12は第 5rm a， bの実
例を示したものである。この場合 2つの花茎側芽が

図版 11の如く互いに花茎中心線の反対側に生ずる

か， 12の如く同じ側に位置するかは，花房形成時に

於ける両株の最終節葉の向きが，反対であるか同じで

あるかによって決定づけられる。 しかし何れの場合

も，花茎側芽は次第に花茎の外側に位置するように発

育する傾向があり，新生株として独立する頃には図版

10に示す如く 2つの新生株は 2つの花茎を中には

さんで完全に花茎の外側に位置し，且つ，両者の葉序

商の方向は平行となる場合が多い。

(3) 3株以上に分譲した場合:次に 3株に分葉し

た場合をみるに，一部の例外を除き，大部分の個体は

区|版 13の如くであった。即ち，各株の花茎側芽は夫

々前述(1 )の条件を満足し，且つ長後に分れた2株

は (2)の条件を満足して，株群全体的には盤茎連結

部から遠い位置に形成される。 4株以七に分棄した場

合に於ても，原則的には以上の条件に従っており，最

も近し、時期に分葉した2株は (2)に示す関係を有

し，且つ分襲株群全体的には，花茎に対し分葉株詳の

外側に位置するのが普通である。 ~i版 14 は 5 株に分

奨した場合の一例である。多数の株に分撰した個体で

は，莱鞘部が混み合ってこれらの関係が多少崩れ，分

襲株群の横側に形成されることは屡々見受けられる

が，株の連結部即ち内側に形成されることは殆んどな

かった。

111. 摘 要

本報では花房の形成期より次年度の拙苔，開花，結

実期に至る迄の主に莱鞘内部の様相に就いて観察し

た。その結果の大要は次の如くである o

1) 札幌地方に於げる葱の新葉の発育は， 10月中・

下句より気温の低下， 降霜， 凍土と共に緩慢となる

が， 11月中・下匂の積雪初期までは僅か乍ら続けら

れる。

2) 主主:の花芽分化の探徴は玉葱の場合と殆んど同様

で，先ず生長点部が肥大隆起して平坦となり，次いで

その周縁部に環状体が形成され，これが発育し ζ総包

となる。この時期に総琶の内部，花托に当る部分に中

心部より逐次小花の初生突起が形成されて来る。この

時期を花房の分化期と称するが，札幌地方に於ては大

体 10月上匂に始まり中旬には完了する。

3) 花房の形成と殆んど同時に，花茎の基部に新し

い菜芽が形成される。この芽は通常次年度に栄養生長

を続けて新しい株となるもので，花茎側芽又は新生芽

と称する。花茎側芽は通常 111::房の版部に 1ケのみ生

ずるものであるから，葱の分校型は単軸性仮軸分校型

と見られる。

4) 花房及び花茎側芽は形成後段雪迄除々に発育を

続け，花房は 0.5~0.7 cmに達し， 個々の小花の突

起も肉眼で認められる程度に発育し，花茎側芽も芽数

2乃至 3，芽の丈約 0.2cmに達する。これらの花房

及び花茎側芽は株の長内部の 3~5 業の葉鞘部に包囲

されて越冬するが，翌春温度が上昇すると共に再び発

育を開始して，花房は拍苔開花し，花茎側芽は新しい

株となる。

5) 花茎側芽の 2，3薬分化後に花房の分化を見る

ことがある。これらは抽苔開花し℃二番咲きとなる

が，開花期は 1ヶ月以上遅れ，小花数も少し、。

6) 葱に於ける普通の版花即ち分襲芽は，母植物の

葉序面上に形成されるが，花茎側芽は葉序面と 45~

700 の角度をもっ℃形成され，その第 1葉は最終節葉

の葉身部に遠い側に生ずる。而して花茎側芽自身の葉

序面の方向は次第に母植物の花房分化前の菜序面の方

向に平行に近ずく。 2株に分葉した場合は，夫々の花

茎側芽が盤茎連結部の反対側(外側)に形成されるの

が普通である。 3株以上に分襲した個体に於ても夫々

の株の花茎側芽は，上述の条件に従い，且つ全体的に

は分葉株群の外側(時には横侃1])に位置し，連結部側

に形成されることは殆んどなかった。
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図f版説明

1. 判通菜ffの分化初期:生長点の片側が丘陵状に

隆起した状態

s:艦茎， p:生長点， 1:葉に発達すべき丘陵

2~6: 花房及び花茎似IJ芳の分化発育過程

2. f液状体(総琶の初生突起)の形成:この時期に

花茎の基部 (b)に花茎側芽に発達する新しい

生長点の活動が始まる。

i:環状体， R:花托

3. 4.の総芭を除去した内部:花托の頭頂部より

小花の初生突起(票、粒)が形成されつつある。

R:花托

4. 2.の環状休が発育して総萄となり，頂部(花

托〉をほとんど被覆した状態

1:総萄， b:花茎側芽

5. 総萄が完全に頭部を包み，花茎部との区別も判

然となる。花茎側芽第1菜はかなり発育し，第

2葉も認められる。 sc:花茎

6. 5.に於ける総主主の内部:花托全一直lに小花の突

起が認められる(黒色の粒f)が頂部の万が発

育が進んでいる。 f:小花の初生突起

7. 結実未期(7月下旬)に於ける花拍と，その版

部に発育した新生株(花茎iWJ芥の発達したも

の)

8. 新生株の二次的苔 (7月下旬):花茎側芽の 3

葉分化後に1e房分化がi包り，これが発育したも
の

F:第一次Jlll苔， N:新リ会株， f: tn二次羽I1苔;
9. lJiJ 1E初期 (6 月上旬〉に於ける楽革~内部の花茎

仰!'*:この時期より急、i去に発育を開始して 7に

示すま日き新生株となる。

10. 2株に分挺した個体に於ける花茎と新生株の{立

置を示す(11または 12の発育したもの):新

生株はそれぞれ花茎の外側に位置し，両者の葉

序而の方向は平行となっている。

11. 2株に分楽した個俸に於げる花茎側芽の形成位

置(第5図aの実例)

12. 向上(第5図bの実例)

13. 3株に分立たした個体に於ける花茎側芽の形成位

置の一例

14. 5株に分捺した個体に於ける花茎側芽の形成1立

置のー例

Resume 

1n this paper， the differentiation and devel-
opment of flower buds and new vegetative 

axiIIary buds of welsh onion were studied 

using uar. Kaga-Futonegi grown under natural 

conditions in the 8apporo district. The results 

observed may be summarized as foIIows: 

1) The growth curve of leaves becomes 

more and more flat towards the middle and 

latter part of October， although it continues 
to rise slowly until snow faII in the latter 

part of November. 

2) The symptom of flower bud differen-

tiation is much like that of the onion. The 

initial stages of involucre formation are observ-

able from early to middle October， and the 
flower cluster development progresses slowly 

until snow fall. On November 20， flower 
clusters were 0.5-0.7 cm in length， and the 
individual differentiation of each flower bud 

was distinguishable. 

3) 800n after the beginning of involucre 

formation， a new vegetative growing cone is 
formed at the base of the primordium of the 

flower cluster stalk. This cone is designated 

as“a new vegetative axilIary bud"， which 
developes in paraIIel with the flower cluster 

until snow fall. On November 20， the number 
of di仔erentiatedleaves was 2-3， the length 
of the first leaf measuring 0.2-0.3 Cffi. 

4) During the winter the development of 
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flower clusters and new vegetative axilIary buds 

is brought to a standstill due to the prevailing 

low ternperature 

In the following spring the forrner began 

to develop rapidly and flowered in June. The 

latter developed very slowly in May， and 
showed rapid developrnent after the flowers 

cornmenced to bloorn. 

5) In the new vegetative axillary buds， 

following the differentiation of 2 or 3 leaves， 

自owerclusters frequent1y are forrned， where-

upon they develop and bloorn in July or 

August. These are generally referred to as 

“the secondary bloorn of welsh onion ". 

6) Although the norrnal tillering bud of 

welsh onion is formed in the phyllotaxy plane 

of the rnain plant， the new vegetative axillary 
bud is forrned at an angle of 45-700 to the 

phyllotaxy plane. The自rstleaf of this bud 

is differentiated on the off side of lamina of the 

upperrnost leaf of the rnain plant. The direc-

tion of phyllotax'y plane of the new vegetative 

plant turns steadily， becoming at last approx・

irnately parallel with that of the rnain plant. 

7) In the case of 2 plants which were div-

ided by first tillering， the flower clusters and 

new vegetati ve axillary buds are usually forrned 

in both plants， and the new vegetative axilIary 
buds appear on the dorsal side (off side) of 

the flower cluster facing each other in pairs. 

When 3 or rnore plants were divided by second 

and subsequent tillering， the new vegetative 

axillary bnds are usually forrned on the periph-

ery of a plant group which resulted frorn 

tillering. 


